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令和３年度 第２回 宇都宮市総合教育会議 議事録 

 

１ 日時    令和４年３月２５日（金） 午後４時～午後５時 

２ 場所    宇都宮市役所１４階 １４Ａ会議室 

３ 出席者 

（構成員）  佐藤市長 

小堀教育長，伊藤委員，大森委員，檜山委員，小野委員 

 （事務局）  青木教育次長，鈴木学校教育担当次長，坂井教育企画課長， 

板倉総務担当主幹，口川学校教育課長，金子教育センター所長， 

古内教育企画課長補佐，髙久教育企画課企画Ｇ係長， 

佐藤教育企画課企画Ｇ総括 

４ 傍聴者   なし 

５ 議題    令和４年度教育委員会基本方針（案）について 

６ 議事の内容 

⑴ 開会  

青木教育次長 

 

 

 

ただいまから，令和３年度第２回宇都宮市総合教育会議を開会いたしま

す。よろしくお願いいたします。 

⑵ あいさつ 

青木教育次長 

 

 

 

青木教育次長 

 

 

 

 

青木教育次長 

 

 

 

 

はじめに，佐藤市長からごあいさつをお願いいたします。 

 

佐藤市長あいさつ 

 

ありがとうございました。 

続きまして，小堀教育長からごあいさつをお願いいたします。 

 

小堀教育長あいさつ 

 

ありがとうございました。 

ここからの議事の進行につきましては，市長にお願いしたいと思います。 

佐藤市長，よろしくお願いします。 

⑶ 議事 

佐藤市長 

 

 

 

 

 

佐藤市長 

 

 

それでは，議事に入ります。 

議事(1)「令和４年度教育委員会基本方針（案）について」事務局から説

明をお願いします。 

 

令和４年度教育委員会基本方針案について事務局（総務担当主幹）説明 

 

ありがとうございました。ＳＤＧｓについても触れていただきましたが,

本市も未来都市を目指しております。スーパースマートシティもＳＤＧｓ
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伊藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の１７のゴールを意識したつくりとなっており，スーパースマートシティ

が形成されていけばおのずとＳＤＧｓの目標を達成できるものとなってい

ます。教育委員会の目標は，「質の高い教育をみんなに」を合言葉とし，そ

れぞれの個別方針を策定していただいておりますが，大変素晴らしいと感

じています。 

これから日本は人口が減り，生産力や消費，税収が落ち，大変厳しい状

況になると思います。そういう中において，各国の在り方が変わり，資源

や食料，エネルギーの争奪戦になっていくと思います。日本を含む先進国

の人口が減少する一方で，いわゆる途上国と言われた国は人口が増えてお

り，アフリカ大陸のナイジェリアなどは２１００年には７億人くらいにな

ると言われています。それは医療が発展したことや衛生環境が良くなって

きたこと，一般の人も以前より収入が増え市販の薬を買えるようになった

ことで，病気を治すことができるようになったためと言われています。人

口が増えているので食料の争奪戦が始まっており，日本は競り負けの状態

にあります。そのような時代を生き抜くためには，人間力や教育が重要に

なると思います。教育はしっかりと子どもたちに与えていかなければなら

ないし，まちづくりも人づくりと言われているので，市が永続的に発展し

ていくためには，次の世代の子どもたちのため，そして今を生きる子ども

たちのために，教育をしっかりと動かしていかなければならないと思いま

す。 

それでは，教育委員会の皆様からも教育委員会基本方針にかかる思いや

考えなど，それぞれご意見を伺いたいと思います。 

 

私からは「基本方針⑴ 地域とともにある学校づくりの推進と学校運営体

制の強化」についてお話させていただきます。義務教育９年間において，『心

豊かでたくましい宮っ子育成』のため，コロナ禍においても日々情熱のあ

る先生方が教育現場で奮闘してくださっている姿を見ていると，感謝の気

持ちでいっぱいです。そのような中においても，子どもたちはとても柔軟

で，黙食などになっても生き生きと過ごしてくれていると思います。これ

までも，新型コロナウイルス感染拡大の影響により，学校行事や地域活動

など様々なことが縮小・中止を余儀なくされてきました。ここ１～２年の

間で体験できる機会がなかったことは，地域の一員としても悔やまれます。

with コロナとなったときに，縮小や中止されてきたものをこれからどうや

って再建していくかが非常に重要なことであると思います。縮小されたこ

とでシンプルになり，結果的によかったこともありますが，それが全てで

はないということを意識して子どもを育ててもらいたいと思います。大人

も子どももとても忙しく過ごす現代社会の中で守っていかなければならな

いもの，集うことの楽しさ，集うからこそ得られる感情や思い，やさしさ

などをしっかりと見極めていってほしいと思います。地域の中の学校とし

て「魅力ある学校づくり地域協議会」や「小中一貫教育・地域学校園」の

活動がより活発に，また，地域に根差したものになってもらうことを願っ

ております。 
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大森委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

檜山委員 

 

 

コロナ禍において様々な影響が出ている中で，子どもたちが環境に柔軟

に対応してくれていることはすごくうれしいことだと思いながらも，学校

で抱える問題も増えてきているのではないかと思います。そのような中に

おいても，先生方は日々対応してくださっていると思いますが，様々な問

題がある子どもへの対応に追われることが多いと聞いております。教育の

エキスパートである先生方が団結して未来の宮っ子の教育に全身全霊を傾

け，自信と誇りをもって教壇に立ち，「宇都宮市の教員で良かった！」と思

ってもらえるような教育の場の提供と教員の育成に努めていただけたらと

思います。そのためにも，まずは現場の声を聞いていただいて，未来の子

どもたちを育てる現場を守ってもらいたいと思います。 

 

私からは「基本方針⑷ 特別な支援が必要な児童生徒への教育の推進」に

ついてお話させていただきます。十数年ほど前にインクルーシブ教育とい

う言葉を初めて耳にしました。具体的には，通常学級で障がいの有無に関

わらず子どもに最適な学びを保障する，共に学び合うという内容だったと

記憶しております。当時はそれが環境整備のことと捉えておりましたが，

令和４年度の基本方針の中では，「児童生徒一人ひとりが自信と意欲を持て

るインクルーシブ教育システムの構築」というように明言されております

ので，特別な支援が必要な子どもたちが自信と意欲を育んでいくようなシ

ステムの構築を今後進めていければと思っております。合理的な配慮の考

えを取り入れた「障害者差別解消法」も施行され，学校においても合理的

配慮の提供が義務化されることとなっておりますので，先生方のお力添え

をいただきながら子どもたちを育んでいければとも考えております。一口

に障がいといっても，身体や知的，精神，発達における様々な障がい種が

あり，また，特別な支援が必要という点では，民族的，宗教的，言語的な

障壁を抱える子どもたちも増えております。実際に国の「日本語指導が必

要な児童生徒の受入状況等に関する調査」では，そのような児童生徒が十

数年前よりも倍増しているという結果も示されております。 

GIGA スクール構想で頻出した「個別最適な学び」の充実は，障がいの有

無や国籍，言語などを超えて学び合う可能性を秘めていますが，一方で子

どもたちが孤独な学びに陥らない，そして子どもたちを家庭でサポートす

る保護者の負担になりにくいといった工夫も進めていく必要があるのでは

ないかと思います。また，個の発達に応じた適切な教材の開発も重要にな

ってくると思います。多言語で利用できるアプリの学校現場への活用など，

最新の機材を取り入れることも重要でありますが，特別な支援が必要な児

童生徒における個別最適な学び，協働的な学び，そして，SDGs の視点でも

あります誰一人取り残さない学びとは何か，私たち自身，そして子どもた

ちにも問いかけながら，より一層考えていければと思います。 

 

私からは「基本方針⑹ 教育に関わる貧困対策の充実」についてお話さ

せていただきます。「共働き子育てしやすい街ランキング 2021」において，

宇都宮市が総合編 2 位を獲得したことは素晴らしいことだと思います。し
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小野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かし，経済的貧困は約 8人に 1人いるということは，宇都宮市の 18 歳未満

の人口が約 8 万人おりますので，約 1 万人位の子どもが経済的貧困の中に

いるということになります。また，そのひとつ前の段階になります関係性

の貧困については約 3 人に 1 人で，こちらは将来経済的貧困になりやすい

とされています。様々な支援制度を充実させていくことは，今後も継続し

ていくべきだと考えていますが，関係性の貧困が親から子へ連鎖しやすい

ということは，その親も関係性の貧困の中で育った可能性があると思われ

ます。子ども自身が小さければ小さいほど，そういった支援制度を知る機

会は少ないと思われることから，親が支援制度を活用することをためらわ

ないような雰囲気づくりが必要だと思います。 

そしてもう一つ，ヤングケアラー支援は喫緊の課題と思っております。

自分の親であったり，兄弟姉妹の面倒を見るというのはある程度は当然の

ことと思いますが，それ以上の負担を強いられている子どもたちは実際に

おります。SDGs における国際社会共通の目標の一つである「質の高い教育

をみんなに」をゴールとするならば，スタートに立つことも妨げられてい

るといっていいのかもしれません。大人がやるべきことのしわ寄せが，子

どもたちに行ってしまっている現状を改善するために，行政として，関係

機関相互のより一層踏み込んだ連携が必要だと思っております。 

 

私からは「基本方針⑵ 成長の基盤となる知・徳・体と未来を生き抜く力

の育成」についてお話させていただきます。先日，市町村教育委員会オン

ライン協議会の「教育の情報化」をテーマとした分科会に参加させていた

だきました。その際，他市町村の教育委員の方から，環境問題や貧富の格

差問題など，誰も正解が分からない課題が増える現代においては，正解を

覚える教育ではなく，正解を見つけ出す方法を学ぶ教育が大切なのではな

いか，そのような新しい教育はデジタルを活用してこそ可能となるのでは

ないかという意見が出ました。その時，私自身はまだどういうものがいい

のかというところまではたどり着かなかったのですが，未来を生き抜く力

というところと，関係性の強いテーマだと思いました。 

自分がこれまで関わってきた活動でも，課題解決型リーダーから価値創

造型リーダーへの転換という課題をテーマに取り組んできたことが沢山あ

り，デジタルを活用した教育がリーダーの転換の鍵になると強く感じたと

ころであります。０から１を生み出す創造性に溢れた新しい時代のリーダ

ーが次々と生まれるまちになって欲しいと思っております。デジタルを活

用した全く新しい価値創造型リーダーを作る教育方法について，具体的な

アイディアとしては，世界中の人たちと対話できるものを活用することや

ケーススタディを今までできなかった映像などを活用するなどということ

もあるかと思いますが，これからも考え続けていきたいと思います。一方

で，栃木県民は前に出ることを怖れて横並びになりたがるという傾向が他

県に比べて強いのではないかと思います。これを学校教育の力で，リーダ

ーに対するあこがれや，前に出ることにより積極的になる意識を喚起する

方向に向けていけないかと常々考えております。 



 ５ 

小堀教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私からは全体的な話をさせていただきます。先ほど市長からも，まちづ

くりは人づくりであるというお話をいただきました。その人づくりを推進

するのが，教育行政の大きな役割であると思っております。現在，人づく

りを推進するための様々な環境や施設，設備，システム，計画などが充実

してきていると思いますので，今後はそういったものを活かしながら実践

する段階にきているのではないかと思っております。そのようなことを踏

まえまして，今回の「教育委員会基本方針」に基づき，事務局職員と来年

度１年間汗をかいていきたいと思っております。 

 

ありがとうございました。皆様から様々なご意見をいただきました。私

からも意見や感想を申し上げたいと思います。 

伊藤委員から話がありました，郷土愛なども踏まえた学校行事・活動の

継承ということですが，学校の先生方には学校現場で，コロナ禍において

も，例えば運動会などは学年ごとに競技時間を分けたり，演目等を工夫し

て時間の短縮を図って実施したり，また，修学旅行なども行き先を変更し

たり，日程を短くしたりということで頑張っていただきました。地域の方々

などもそれに呼応して学校の消毒などを手伝っていただいて，通常通りに

はいかないけれども，やめること，止めることなく進めるために一生懸命

努力していただいたのだと思います。「宇都宮学」というものを創設いたし

ましたが，宇都宮に根付いている諦めないという気持ちが，継承すべき行

事や活動をこれからも継続していくことにつながるのだと思います。そし

てそういうものが大切であると感じました。また，教職員の働き方改革で

ありますが，先ほど教育長からも話がありましたが，ＩＣＴ化を推進しま

して，保護者との連絡も電話の連絡がなくなり，１年間で２，４００時間

くらいが短縮され，その時間が子どもたちに向き合う時間や自分の仕事を

する時間に費やすことができるようになったわけですから，評価システム

も含めてＩＣＴを活用して便利になるものを行政としても教育委員会とと

もに考えていきたいと思います。そのほか，先生の働き方改革の中に，先

生を褒めるということがあったほうがいいと思います。何においても先生

の批判ばかりする人もいますが，結果的には自分に帰ってくることになり

ます。かつて警察に対してもそうでしたが，特にそういうところが酷すぎ

るのではないかと思います。今日も新聞に出ていましたが，問題のある先

生も確かにいますが，だからといってすべての先生がそうであるという風

潮がずっと続いてしまっているので，素晴らしいことをした先生を評価す

る，褒めるということを外部がやってあげることはいいことであると思い

ます。 

大森委員からはインクルーシブ教育についての話がありました。私は市

長になったころから，エレベーターや多目的トイレの設置ということがよ

く言われるようになり，実際現場も見させていただいたところであります。

今回，ＧＩＧＡスクール構想で１人１台の端末が貸与されたところであり

ますが，そういう端末もうまく使えば協動的な学びなどにつながっていく

と思いますので，決して１人１台で孤立していくのではなく，そのような
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ことを意識することと，やはり保護者の方が逐一関与すると本末転倒にな

ってしまうと思うので，学校現場でしっかり教えていただくことが大切で

はないかと思います。また，学び方の在り方ですが，端末でのＡＩを使っ

たドリル学習で，ＡＩがどんどん学習してその子どもに合った計算や漢字

のドリルを与えてくれることにより，まさに一人ひとりに先生がついてい

るようなオーダーメイドの授業が可能であると思いますので，うまく使っ

ていただければと思いますし，障がいのある方にもそういうものを駆使し

て，学びを提供できればいいのではないかと思います。 

檜山委員からの子どもの貧困については，経済的貧困，そして関係性の

貧困があり，これまで関係性の貧困があまり問われてこなかったというこ

とがありますが，ここに来て問われるようになってきました。調査の結果，

本市では８人に１人ということでしたが，関係性の貧困については，親の

生活に影響を受けている子どもが，経済的貧困につながっていってしまう

ということが見受けられます。そういう中において，市といたしましては，

本年度「親と子どもの居場所づくり」を２か所でモデル的に実施し，来年

度からは５か所に増やしてまいります。成果も上がっておりまして，特に

親がほかの親を見て，子どものしつけや子どもにどのようなことを言った

らいいのか，朝起きてご飯を食べさせて学校に行かせるものだ，帰ってき

たらおかえりなさいやただいまといった挨拶をするものだとか，毎日お風

呂に入る，毎日着替えるなどといったことを覚える場となっています。そ

の親御さんもおそらく自分が親に教わっていないので，この居場所が子ど

もだけの居場所ではなく親と子どもというところがポイントであります。

子ども食堂や青少年の居場所づくりも進めていますが，檜山委員からもあ

りましたとおり，今回，市でもコーディネートする仕組みを作らせていた

だきました。商工会議所や青少年育成市民会議などに入っていただいて，

外から寄付等をいただける場合には，善意銀行というものをつくり，それ

を経由して子ども食堂などにお金を配分させていただくこととしました。

子ども食堂のアンケート調査によりますと，食堂の運営を続けていくこと

が経済的に苦しく，それが回数に現れ，月に３回であったのが２回，週に

２回であったのが１回などという現状になっているようですので，そうい

ったところに支援をすることができます。このコーディネート機能を使わ

ないと，どこにどのような支援をしていいのかわからないし，不公平さが

出てしまうということですので，これからこのコーディネート機能が相当

期待されるのではないかと思います。昨日の新聞の一面で出ていたかと思

いますが，ロータリークラブの７０周年の記念事業ということで，第１号

として３００万円の寄付をいただいたところであります。そういうことが

これから益々実施されればいいと思います。ヤングケアラーについても，

自分がヤングケアラーだということを自覚していない子がほとんどである

と聞いていますので，周知啓発用のリーフレットを作成いたしまして，公

共施設や福祉事業者へ配布いたしました。また，全庁的なヤングケアラー

への対応として対策委員会というものを昨年８月に設置いたしました。こ

のようなことに着手いたしまして，教育現場だけではなく，福祉や医療等
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の関係機関においても理解促進を図っていただき，連携の強化を図ってま

いりたいと思います。また，令和４年度には，子ども未来課に指導主事の

課長補佐１名を配置いたしまして，ヤングケアラーをはじめとする子ども

を取り巻く様々な課題に対して，教育委員会や学校と連携した企画立案や

関係課との協議調整などを行い，取組を推進してまいりたいと思います。

今後ともヤングケアラーや子どもの貧困などへの対応を，行政として一致

団結して進めてまいりたいと思います。 

小野委員からはリーダーが次々と育つまちについての話がありました。

宇都宮ジュニア未来議会というものを現在市で行っておりますが，もとは

青年会議所が行っていました。市議会の議場を使わせてほしいということ

で，私が市長になる前に当時の議長にお願いし，使わせてもらったのが初

めてで，次の年から行政にやってもらったと思います。そういう取組が，

まさしくリーダーとしての自覚を持ってもらうということにつながると考

えています。また，市の附属機関等の公募の委員さんもこれまでは２０歳

以上という年齢要件を持っていましたが，これも平成２９年度から廃止を

いたしまして，青少年に参画していただける環境づくりを行っています。

また，リーダーになるためにはリーダーはかっこよくなければいけないし，

どんどん人と交わって自分を磨いていかなければならないでしょうし，経

験を積まなければ言っていることも絵空事で説得力がないということにな

るでしょうから，そういう場の提供というものも考えていかなければなら

ないと思います。リーダーの能力育成の中には生徒会活動などもあります

し，市が毎年市立の中学校生徒２５名を平和親善大使として広島に派遣し

ている事業もあります。こういうことをいろいろな部門で作っていくこと

ができれば，リーダー養成につながっていくと思います。小野委員から栃

木県民は表にあまり出たがらない，目立ちたくないという指摘がありまし

た。そういう土壌が出来上がっているのではないかと思いますが，我々大

人がどんどん改善して，喜んで前に出られるようになっていけばいいと思

います。私からの意見は以上となりますが，皆様からも自由に意見をいた

だければと思います。 

 

私自身出身は栃木県ではありませんが，子どもがいるので，その様子も

見ながら考えていきたいと思います。 

 

昔読んだ本で「失敗の本質」というものがありますが，やはりこれまで

の歴史の中で失敗してきた事例というのはたくさんあって，共通するもの

はリーダーが大きな声を出す，大きな声で押さえつけ，様々なデータはす

べて自分の都合のいいように解釈する。それが日本の歴史の中で常に失敗

してきたものだそうです。それなので我々も気をつけなければならないの

は，そういう本質を理解し，自由闊達に意見が出たり，行動できたりとい

うことを大切にしていかなければならないと思っています。特に子どもに

おいては，個性にもなっているのだと思いますので，大人が早いうちにつ

ぶさないようにしなければならないと思いますし，それを学校の先生は守
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ってくれているのだと思います。子どもたちが遊ぶ環境も我々の時代から

するとかわいそうと思える時がありますが，その環境の中で生き生きと育

っているのかもしれません。 

 

 今の子どもたちは，自分たちで遊びを作らず，与えられたものでしか遊

んでいないように思います。自分たちが子どものころは，何か新しい遊び

を考えて，その場に応じてルールを変えていました。そういったところで

は，与えられたものをうまく使う力は身につくと思いますが，考える力が

育ちにくいため，新しいものを生み出すいわゆる創造力が弱くなっている

ように思います。 

 

学び合うということがすごく必要だと思っていて，今はゲームで遊んだ

り，一人で遊んだりが多いと思いますが，学び合うとか触れ合うという中

で個性は生まれてくるものだと思います。できれば学校でも学び合って，

ぶつかりあってという場をたくさん作ってあげてほしいと思います。孫を

持つ身としては，昔はよかったという思いがすごくあって，上手に工夫は

しているのでしょうけれども，学び合いぶつかりあってということをでき

るだけたくさん経験してもらいたいと思います。 

 

今は，極端に退屈に耐えることが弱くなっていて，すぐに動画を見れば

好きなものが見られる環境になっていますが，昔は見たいテレビ番組が放

送されるのを待っていたように思います。 

 

最近は，少しでも子どもが泣いていると静かにさせたいために，お母さ

んが携帯電話を預けるという場面をよく見ます。本当はそこでおもちゃを

預けて遊ばせたほうがいいと思うのですが，簡単に携帯電話を預けてしま

うのを見ると，そのお子さんたちも大人になったときにきっと同じように

なっていくのかなと思ってしまい，寂しい感じもします。 

 

おそらくそうなってしまうのかもしれないですね。昔の時代に逆戻りは

したくないと思うので，おもちゃよりも携帯電話になってしまうのだと思

います。ファミリーレストランなどでは，家族４人で座っていても全員が

それぞれ携帯電話を見ていて，誰も話もしないで，料理が来ると黙々と食

べて帰るという光景を目にしますが，そういう時代なのかもしれません。 

 

１人１台端末の使い方について，先生方も授業の中で相当苦労され，工

夫されており，会話を大切にしながら，端末を使わせているのを見ていま

す。放課後児童クラブに子どもたちが来ると，みんなすごいスピードで端

末を開いて使っているので感心するのですが，使い方ひとつで，良い方に

も残念な方にもなってしまうのではないかと思います。 

 

小野委員の課題解決型リーダーから価値創造型リーダーへというところ
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で，今，学校現場では一生懸命課題解決型というところでやっていて，そ

の先に価値創造が来ると思うのですが，その準備を始めなければいけない

のかなと改めて考えさせられ，すごく衝撃を受けました。社会の要請に応

じて学校現場も進んでいるので，おそらく今後そのようになっていくのか

もしれません。 

 

伊藤委員から話のありました伝統という関係では，宮まつりを２年間も

実施していないため，やり方を覚えている人がいないのではないかという

話がありました。８月の祭りが終わった後に次の年の準備を行ってきたの

で，今年こそやらないとやり方を知っている人がいなくなってしまうので

はないかと心配しています。そのほか，ジャパンカップなども開催できて

いません。なるべく子どもたちには，生で本物を見てもらいたいと思って

います。宇都宮ではジャパンカップや３×３など，世界の人たちが集まり，

世界一の力を見ることができるので，それは子どもたちに見せてあげたい

と思っています。５月１７日のプロ野球のジャイアンツ戦の誘致は，子ど

もたちに本物を見せてあげたいと思って，お願いにあがったところです。 

 

継続という話ですと，学校現場では今ＰＴＡなどの活動がない中で，文

化祭などの学校行事を経験した人が卒業してしまうので，新しく役員にな

った人たちは何をやっていいかわからないという状況が出てきており，そ

の人たちがそのまま次の人に引き継いでしまっていいのかといった課題が

出ています。そのようなことは地域協議会などの現場でも起きていて，こ

れからの在り方を考えなければならない状況であるようです。 

 

沢山のご意見をいただきありがとうございました。まだまだ皆様からご

意見をいただきたいところですが，時間の関係上，ここで議題に係る意見

交換は終了したいと思います。基本方針につきましては，本日の意見を踏

まえまして，教育委員会で策定していただきたいと思いますので，よろし

くお願いいたします。 

 

⑷ その他  

佐藤市長 

 

 

次に「その他」になりますが，教育委員会の皆様から何かございますか。 

それでは，以上で会議を終了し，進行を事務局に戻します。 

 

⑸ 閉会  

青木教育次長 

 

 

市長，ありがとうございました。 

以上で，令和３年度第２回宇都宮市総合教育会議を閉会いたします。 

ありがとうございました。 

 


